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公益財団法人　南方熊楠記念館

〒６４９-２２１１

和歌山県西牟婁郡白浜町３６０１－１

☎４２－２８７２

https://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp

開館６０周年

南方熊楠記念館

開館時間　午前９時～午後５時

休 館 日　木曜（夏季無休期間有）

　南
みなかた

方熊
くまぐす

楠は、和歌山県が生んだ博物学の巨

星。植物学・菌類学者としてのみならず、民

俗学、天文学、鉱物学、宗教学などにも多く

の足跡をのこしています。

　生涯、在野の学者に徹した熊楠の活動・研

究範囲は非常に広範囲にわたり、現在も全容

が解明されていません。没後、遺族から資料

の寄贈を受け、一般に公開するとともに博物

学の巨星を後世に伝え、学術振興と文化の進

展を目的として昭和４０年４月に開館した南

方熊楠記念館は令和７年に開館６０周年を迎

えました。今回の周年記念にあたり、館長の

髙
たかがき

垣誠
まこと

氏にお話をお伺いしました。

新館エントランス
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公益財団法人　南方熊楠記念館

館　 長 髙
たかがき

垣　誠
まこと

　氏

南方熊楠記念館の歴史

　昭和４０年４月１日、白浜町の番所山に南方熊

楠記念館が開館し、今年で６０周年を迎えます。

記念館は南方熊楠が遺した偉大な業績と遺徳をし

のび、その文献や標本、遺品等を永久保存し、一

般に公開するとともに学術振興と文化の進展を目

的に開館しました。

　記念館の歴史をひも解くと昭和４年６月１日、

熊楠が田辺湾に浮かぶ神島にて昭和天皇をお出迎

えした後、護衛艦８隻に守られたお召艦長
な が と

門で生

物のご進講を行ったことから始まります。

　昭和３７年５月、昭和天皇が再び紀南行幸され

た折り、白浜町内の御宿屋上から神島を望まれ、

３３年前に熊楠と出合ったことを回想され「雨に

けふる神島を見て紀伊の国の生みし南方熊楠を思

ふ」という個人名が入った御
ぎょせい

製を詠まれ、昭和

３８年新年の御歌会でご披露されました。

　このことが契機になり、当時の小
お の

野真
し ん じ

次和歌

山県知事が南方熊楠記念館設立発起人会会長と

なり、記念館建設のため全国から寄付を募り、

地方公共団体や法人、個人、海外より総額３,

８００万円のご支援をいただき神島を一望できる

番所山に開館しました。

　開館６０年の歴史の中、一時期番所山公園が閉

鎖され記念館も休館したこともありましたが、平

成１２年には１００万人の入館者を達成し、令和

６年末現在では１５２万人の方々が国内外から訪

れています。

南方熊楠について

　南方熊楠は和歌山県が生んだ知の巨人と呼ばれる博

物学者で、東京大学予備門へ進学後、１９歳から約

１４年間アメリカ、イギリスへ留学をしました。

　古今東西の様々な文献を読破し、十数カ国の言語を

身につけるとともに膨大な知識を蓄え、その知識をも

とに科学雑誌の最高峰と呼ばれるネイチャー誌をはじ

め国内外に数多くの論文を発表しました。

　研究の対象は粘菌、菌類など植物学をはじめとする

自然科学の他、人文科学等多岐にわたり、民俗学では

黎明期の日本民俗学を柳
やなぎた

田国
く に お

男とともに支えました。

　また、国父や革命の父と呼ばれる孫
そんぶん

文や明治から昭

和初期にかけて様々な分野で活躍した著名な人物との

幅広い交流など人間関係も興味のあるところです。

　熊楠は生涯、在野の学者に徹し、こよなく愛した熊

野の自然保護に力を注ぎ、エコロジストの先駆者とし

ても知られています。

　近年、多様性や共生という言葉をよく耳にします

が、熊楠は既に１００年以上前にこのことについても

触れ、先見の明があった人物でもあります。

　今年、記念館では開館６０周年を記念して３月２２

日から二部構成で特別展を開催し、１１月には開館

６０周年記念行事を開催する予定です。

　番所山公園では春の息吹を感じる季節となりました

が、散策がてらに南方熊楠記念館にご来館いただき、

「知の巨人」南方熊楠の想いを感じとっていただきた

いと思います。

新館常設展
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令
和
７
年
度
白
浜
町
一
般
会
計

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
東
白
浜

防
災
施
設
整
備
事
業
、
血
深
川
河

川
改
良
事
業
等
の
大
型
事
業
の
実

施
や
、
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附

金
の
増
に
伴
う
経
費
の
増
加
に
加

え
、
給
与
改
定
等
に
よ
る
人
件
費

の
増
や
給
付
費
等
の
扶
助
費
も

増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
15
億
８
，

２
０
０
万
円
増
の
１
４
６
億
円

３
，
９
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比

12
・
１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
町
税
収

や
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
な

ど
自
主
財
源
が
増
加
す
る
見
通
し

と
な
っ
た
一
方
、
歳
出
面
に
お
い

て
は
、
大
型
事
業
に
加
え
人
件
費

や
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ
た
義

務
的
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
財
政
構
造
の
硬
直

化
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
当
町
の

財
政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
緊
急
性
、
必
要
性
、
優
先

度
の
観
点
か
ら
、
前
例
に
捕
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
明
確
な
コ
ス
ト
意

識
を
持
っ
て
事
務
事
業
の
選
択
と

集
中
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

「
第
２
次
白
浜
町
長
期
総
合
計

画
」
の
一
層
の
実
現
に
向
け
、
防

災
、
福
祉
、
子
育
て
、
医
療
、
産

業
、
観
光
、
環
境
、
教
育
等
の
各

種
行
政
施
策
推
進
の
た
め
の
予
算

措
置
に
努
め
ま
し
た
。

※
対
前
年
度
比
較
に
あ
た
っ
て

は
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た

め
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
か
ら
第
２
号(

肉
付

予
算)

ま
で
の
予
算
額
を
加
え
た

内
容
を
前
年
度
予
算
額
と
し
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
度
白
浜
町
当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
１
４
６
億
３
，
９
０
０
万
円

　

自
主
財
源
は
61
億
９
，
３
９
３
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
約
42
・
３
％
（
対
前

年
度
比
14
・
８
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
町
税

に
つ
い
て
は
、
７
，
９
３
７
万
円
増
の

32
億
９
２
２
万
円
（
対
前
年
度
比
２
・
５
％

増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
は
84
億
４
，
５
０
７
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
約
57
・
７
％
（
対
前
年

度
比
10
・
２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
す
地
方

財
政
対
策
に
お
け
る
地
方
交
付
税
総
額

等
を
踏
ま
え
、
総
額
と
し
て
は
２
億
４
，

０
０
０
万
円
増
の
41
億
４
，
０
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比
６
・
２
％
増
）
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
足
財
源
を
補
う
た
め
、
町
債

15
億
４
，
１
３
０
万
円
（
対
前
年
度
比

68
・
３
％
増
）
の
借
入
れ
お
よ
び
財
政
調

整
基
金
６
億
５
，
１
７
４
万
円
の
取
り
崩

し
（
対
前
年
度
比
２
・
０
％
減
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
財
政
係

☎
４
３
―
５
５
５
５

歳　

入

（
単
位
：
千
円
）

地方譲与税地方譲与税

164,696（1.1％）164,696（1.1％）

町税町税

3,209,2193,209,219

（21.9％）（21.9％）

地方交付税地方交付税

4,140,0004,140,000

（28.3％）（28.3％）

県支出金県支出金

974,533（6.7％）974,533（6.7％）

町債町債

1,541,300（10.5％）1,541,300（10.5％）

自主財源自主財源

6,193,9326,193,932

（42.3％）（42.3％）

諸収入諸収入

655,206（4.5％）655,206（4.5％）

依存財源依存財源

8,445,0688,445,068

（57.7％）（57.7％）

国庫支出金国庫支出金

1,016,816（6.9％）1,016,816（6.9％）

歳入
14,639,000
(100%)

各種交付金各種交付金

607,223（4.2％）607,223（4.2％）

分担金および負担金分担金および負担金

22,702（0.2％）22,702（0.2％）

繰入金・繰越金繰入金・繰越金

1,192,407（8.1％）1,192,407（8.1％）

寄附金寄附金

806,602（5.5％）806,602（5.5％）

使用料および手数料使用料および手数料

275,393（1.9％）275,393（1.9％）

財産収入財産収入

32,403（0.2％）32,403（0.2％）
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義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
給

与
改
定
等
に
伴
い
人
件
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
加
え
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や

児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
よ
る
扶
助
費
や

公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全

体
と
し
て
は
３
億
７
，
２
８
５
万
円
増
の

62
億
５
，４
２
０
万
円
（
対
前
年
度
比
６
・

３
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
東
白
浜

防
災
施
設
整
備
事
業
や
血
深
川
河
川
改

良
事
業
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
購
入

費
等
が
増
加
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て

は
５
億
５
，
４
６
３
万
円
増
の
18
億
９
，

８
６
４
万
円
（
対
前
年
度
比
41
・
３
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
経
費
に
つ
い
て
は
、
行
政
事
務

等
包
括
業
務
委
託
事
業
や
ふ
る
さ
と
白
浜

応
援
寄
附
金
事
業
、
学
校
給
食
費
無
償
化

事
業
等
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
物
件
費

が
５
億
１
，
０
３
１
万
円
増
の
29
億
２
，

４
８
２
万
円
（
対
前
年
度
比
21
・
１
％

増
）、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
等
へ
の
繰

出
金
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
繰
出
金
が

１
，
１
６
６
万
円
増
の
15
億
４
０
２
万

円
（
対
前
年
度
比
０
・
８
％
増
）
と
な
り
、

そ
の
他
経
費
全
体
と
し
て
は
６
億
５
，

４
９
２
万
円
増
の
64
億
８
，
６
１
７
万
円

（
対
前
年
度
比
11
・
２
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

◆令和７年度 会計別当初予算

会 計 名 予 算 額 前年度比

一 般 会 計 １４６億３,９００万円 １２．１％

国民健康保険

事業特別会計

（事業勘定） ２７億２，０００万円 △１．９％

（施設勘定） ５，４３０万円 １０．１％

後期高齢者医療特別会計 ７億４，８２０万円 ２．１％

介 護 保 険 特 別 会 計 ３３億４，６００万円 △３．６％

土 地 取 得 特 別 会 計 ２，０１０万円 ０．０％

簡易水道事業特別会計 ６,４５４万円 △３７．１％

農業集落排水事業特別会計 ２，３７０万円 １．９％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ５億１,１１２万円 １．６％

水 道 事 業 特 別 会 計 １１億６，１７９万円 △６．３％

総 合 計 ２３２億８，８７５万円 ６．０％

自主財源 町が自主的に収入することができる

財源（町税、分担金および負担金、

使用料および手数料等）

依存財源 国・県から交付される財源（地方交

付税、各種交付金、国・県支出金、

町債等）

歳 入 の 用 語

義務的経費 その支出が義務付けられ、任意

に削減できない経費（人件費、

扶助費、公債費）

投資的経費 社会資本の整備に要する経費（道

路整備、学校建設等）

その他の経費 物件費や補助費等、繰出金、積

立金、その他公共施設の維持補

修費などに支出される経費

歳 出 の 用 語

歳　

出

（
単
位
：
千
円
）

人件費人件費

2,918,999（19.9％）2,918,999（19.9％）

扶助費扶助費

1,686,477（11.5％）1,686,477（11.5％）

公債費公債費

1,648,720（11.3％）1,648,720（11.3％）

普通建設事業費（補助）普通建設事業費（補助）

168,275（1.2％）168,275（1.2％）

普通建設事業費（単独）普通建設事業費（単独）

1,726,160（11.8％）1,726,160（11.8％）
災害復旧事業費災害復旧事業費

4,200（0.0％）4,200（0.0％）

物件費物件費

2,924,819（20.0％）2,924,819（20.0％）

補助費等補助費等

1,556,042（10.6％）1,556,042（10.6％）

繰出金繰出金

1,504,016（10.3％）1,504,016（10.3％）

積立金積立金

425,560（2.9％）425,560（2.9％）

その他その他

75,732（0.5％）75,732（0.5％）

義務的経費義務的経費

6,254,1966,254,196

（42.7％）（42.7％）

投資的経費投資的経費

1,898,6351,898,635

（13.0％）（13.0％）

その他の経費その他の経費

6,486,1696,486,169

（44.3％）（44.3％）
歳出・性質別
14,639,000
(100%)
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◇
子
ど
も
医
療
扶
助
事
業

（
６
，
２
９
７
万
円
）

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
等

（
満
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
）

の
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費
自
己

負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

◇
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
費
補
助
事
業

（
１
９
０
万
円
）

　

令
和
８
年
度
の
新
小
学
１
年
生

を
対
象
に
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

◇
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
助
成
事
業

（
３
７
６
万
円
）

　

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
利
用
運
賃

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実

◇
障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
１
，
０
４
２
万
円
）

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

（
基
礎
的
・
機
能
強
化
）

（
７
０
１
万
円
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
、
障
害
を
お
持
ち
の
人
な
ど
の

地
域
活
動
へ
の
支
援
促
進
を
図
り

ま
す
。

◇
ビ
ー
チ
マ
ッ
ト
購
入
事
業

（
５
０
８
万
円
）

　

下
肢
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
も

砂
浜
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
専
用

ビ
ー
チ
マ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
（
金
額
は
事
業
予
算
額
）

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

◆
学
校
教
育
の
充
実

◇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
学
習
用
端

末
購
入
事
業（

７
，
７
０
０
万
円
）

　

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
用
端

末
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

◇
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

（
８
，
３
６
５
万
円
）

◆
歴
史
文
化
の
保
存

・
伝
承
と

芸
術
文
化
活
動
の
振
興

◇
日
神
社
保
存
修
理
事
業

（
６
２
５
万
円
）

　

県
指
定
建
造
物
の
日
神
社
本
殿

の
保
存
修
理
事
業
費
を
負
担
し
ま

す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

◇
南
紀
日
置
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ

ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金

（
４
４
０
万
円
）

◆
国
際
交
流
の
推
進

◇
青
少
年
海
外
派
遣
研
修
事
業

（
１
，
４
０
７
万
円
）

 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
地

域
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
町
立

中
学
校
の
生
徒
を
ホ
ノ
ル
ル
市
に

派
遣
し
ま
す
。

 

だ
れ
も
が
健
や
か
に
　
　
　
　

　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

◇
予
防
接
種
事
業

（
７
，
５
２
０
万
円
）

◇
各
種
検
診
事
業

（
２
，
１
３
１
万
円
）

◇
が
ん
検
診
推
進
事
業

（
１
９
８
万
円
）

◇
健
康
増
進
事
業（

１
８
６
万
円
）

◆
医
療

・
救
急
体
制
の
充
実

◇
通
院
支
援
事
業（

２
５
０
万
円
）

　

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
の
患
者
送

迎
サ
ー
ビ
ス
（
堅
田
を
除
く
富
田

地
域
）
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
推
進

◇
妊
婦
健
康
診
査
事
業

（
８
０
７
万
円
）

◇
出
産
・
子
育
て
応
援
支
援
金
事
業

（
１
，
０
６
７
万
円
）

　

す
べ
て
の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭

が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
母
子
保
健
医
療
対
策
総
合
支
援
事
業

（
４
８
３
万
円
）

◆
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉

の
充
実

◇
自
殺
対
策
事
業（

４
１
８
万
円
）

◇
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
１
５
１
万
円
）

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
に

対
す
る
社
会
参
加
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
　
　
　

　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
観
光
関
連
産
業
の
振
興

◇
砿
湯
機
械
室
改
築
事
業

（
４
，
９
８
５
万
円
）

　

砿
湯
源
泉
施
設
を
、
温
泉
街
の

風
情
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
改

修
を
行
い
ま
す
。

◇
体
験
型
観
光
事
業（

６
３
０
万
円
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
事
業
補
助
金

（
１
，
０
０
０
万
円
）

◇
万
博
連
携
誘
客
促
進
事
業

（
９
１
５
万
円
）

住
民
と
行
政
の
　
　
　
　
　
　

　
　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

◇
集
落
支
援
員
推
進
事
業

（
４
４
１
万
円
）

　

地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
人
材

を
集
落
支
援
員
と
し
て
雇
用
し
、

集
落
の
自
主
活
動
の
支
援
や
推
進

を
行
い
ま
す
。

◆
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
新
た

な
活
力
の
支
援

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事
業

（
１
，
９
６
４
万
円
）

◇
地
域
活
性
化
事
業

（
８
２
０
万
円
）

　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
等
を
活
用
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
の
企
画
を
依
頼
し
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
日
置
川
地
域
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

◇
移
住
支
援
事
業

（
２
０
０
万
円
）

　

町
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進

お
よ
び
中
小
企
業
等
に
お
け
る
人

手
不
足
解
消
の
た
め
、
東
京
圏
か

ら
の
移
住
者
に
対
し
移
住
支
援
金

を
交
付
し
ま
す
。

◇
保
育
園
留
学
事
業（

５
９
４
万
円
）

　

都
市
部
の
子
育
て
世
帯
を
家
族

ご
と
受
け
入
れ
、
中
期
間
の
田
舎

体
験
を
提
供
し
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
か
ら
定
住
へ
と
繋
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
ま
す
。
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◇
事
前
復
興
計
画
策
定
事
業

（
１
，
０
３
５
万
円
）

　

南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
・
津
波
災

害
に
よ
る
被
災
後
、
早
期
に
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
生
活
・
事

業
再
建
」
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
復

興
に
必
要
な
手
順
な
ど
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

◇
白
浜
町
総
合
防
災
訓
練

（
３
９
９
万
円
）

　

町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防

災
行
動
力
の
向
上
お
よ
び
防
災
関

係
機
関
の
連
携
を
図
る
た
め
、
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◇
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

（
８
５
０
万
円
）

　

水
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た

に
作
成
・
公
表
の
対
象
と
な
っ
た

町
内
の
中
小
河
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

◇
防
災
対
策
事
業
費
補
助
金

（
８
０
０
万
円
）

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
が
行
う
防

災
活
動
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

◇
血
深
川
河
川
改
良
事
業

（
３
億
９
，
０
０
０
万
円
）

　

安
心
安
全
な
住
環
境
の
整
備
を

目
的
に
、
強
制
排
水
施
設
な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

◇
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

（
１
，
３
１
６
万
円
）

◇
住
宅
耐
震
除
却
補
助
金

（
２
５
０
万
円
）

◇
不
良
空
家
等
除
却
補
助
金

（
６
０
０
万
円
）

　

住
宅
な
ど
の
空
家
で
倒
壊
の
お

そ
れ
の
あ
る
危
険
な
建
物
の
解
体

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
更
新
事
業

（
１
億
６
，
６
８
９
万
円
）

◇
消
防
通
信
指
令
業
務
共
同
運
用

事
業

（
３
億
３
，
６
２
０
万
円
）

　

田
辺
市
消
防
本
部
、
日
高
広
域

消
防
組
合
、
串
本
町
消
防
本
部
と

消
防
指
令
業
務
を
共
同
運
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
時
発
生
の
火
災

や
大
規
模
災
害
な
ど
に
対
す
る
迅

速
な
相
互
応
援
体
制
の
確
保
等
を

図
り
ま
す
。

◇
県
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
共
通
波

設
備
整
備
事
業

（
１
億
７
，
０
２
８
万
円
）

◇
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
事
業

（
１
，
２
９
３
万
円
）

◇
消
防
団
屯
所
建
設
事
業

（
４
，
５
８
８
万
円
）

　

洪
水
浸
水
地
域
に
あ
る
消
防
団

第
９
・
10
分
団
屯
所
を
浸
水
地
域

外
に
移
転
し
ま
す
。

快
適
で
安
心
・
安
全
な
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

◆
防
災

・
消
防
対
策
の
推
進

◇
東
白
浜
防
災
施
設
整
備
事
業

（
２
億
６
３
７
万
円
）

　

白
浜
地
域
の
集
中
備
蓄
拠
点
整

備
の
た
め
、
東
白
浜
地
区
に
防
災

施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◇
白
浜
町
・
九
度
山
町
・
高
野
町

広
域
観
光
協
議
会
負
担
金

（
５
０
０
万
円
）

◆
農
林
水
産
業
の
振
興

◇
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事

業
補
助
金
等（

１
，
３
５
０
万
円
）

　

経
営
の
不
安
定
な
就
農
初
期
段

階
の
青
年
就
農
者
（
50
歳
未
満
）

に
、
就
農
後
の
定
着
を
図
る
経
営

開
始
資
金
（
最
長
３
年
間
）
お
よ

び
必
要
な
機
械
・
施
設
の
導
入
等

の
取
組
を
支
援
す
る
経
営
発
展
支

援
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
費
補
助
金

（
２
，
４
８
５
万
円
）

◇
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

交
付
金

（
８
０
８
万
円
）

◇
多
面
的
機
能
支
払
事
業
交
付
金

（
１
，
４
３
６
万
円
）

◇
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
防
災
減

災
事
業

（
４
，
０
４
０
万
円
）

　

安
定
し
た
農
業
用
水
の
供
給
を

確
保
す
る
た
め
、
口
ケ
谷
地
区
で
、

井
戸
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
森
林
整
備
活
動
等
促
進
事
業
補
助
金

（
１
，
４
４
５
万
円
）

◇
林
道
整
備
等
事
業

（
４
，
８
０
４
万
円
）

◇
漁
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
補
助
金

（
４
４
３
万
円
）

　

漁
村
の
活
性
化
や
新
規
漁
業
就

業
者
の
確
保
育
成
を
支
援
す
る
漁

業
組
合
の
活
動
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

◇
漁
港
建
設
事
業

（
４
，
８
９
６
万
円
）

◆
商
工
業
の
振
興

◇
商
店
街
等
活
性
化
促
進
事
業
補
助
金

（
１
０
０
万
円
）

◇
商
店
街
開
業
等
支
援
事
業
補
助
金

（
３
０
０
万
円
）

　

商
店
街
へ
の
新
規
出
店
を
促
進

す
る
た
め
、
空
き
店
舗
等
を
賃
借

し
て
出
店
す
る
中
小
企
業
者
等
に

対
し
て
、
店
舗
賃
借
料
お
よ
び
店

舗
改
修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
交
通
体
系
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の

整
備

・
充
実

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

（
４
，
０
４
８
万
円
）

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
更
新
事
業

（
４
３
６
万
円
）

◇
道
路
維
持
補
修
事
業

（
５
，
１
２
０
万
円
）

◇
道
路
新
設
改
良
事
業

（
２
，
２
０
４
万
円
）

◇
橋
梁
修
繕
事
業

（
１
，
０
０
０
万
円
）

◆
交
通
安
全

・
防
犯
等
の
推
進

◇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

（
５
０
５
万
円
）

　

町
内
に
お
け
る
防
犯
対
策
お
よ

び
犯
罪
抑
止
を
目
的
に
、
町
内
の

幹
線
道
路
沿
い
な
ど
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

◇
交
通
安
全
対
策
事
業

（
１
，
９
９
０
万
円
）

　

交
通
安
全
施
設(

ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
区
画
線
な

ど)

の
設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
住
環
境
の
向
上

◇
下
排
水
路
改
修
事
業

（
１
，
８
０
０
万
円
）

◆
情
報
通
信
基
盤
の
活
用

◇
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
設
備
更
新
事
業

（
３
，
３
４
０
万
円
）
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◆
助
成
内
容

　

１
冊
５
，
０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
×
10
枚
綴
）

を
３
，
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

〇
お
一
人
に
つ
き
、
最
大
５
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

〇
購
入
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
使
用
の
際
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。

〇
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
る
区
間
は
、
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
地
点
、
降
車
地
点
の
い
ず
れ
か
が
白
浜
町
内
で

あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

◆
対
象
者

①
町
内
に
住
民
票
を
有
す
る
75
歳
以
上
の
人

　

（
令
和
７
年
度
中
に
75
歳
と
な
る
人
を
含
む
）

②
町
内
に
住
民
票
を
有
す
る
満
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人

　

（
令
和
７
年
度
中
に
65
歳
と
な
る
人
を
含
む
）

※
介
護
保
険
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人
は
除
く
。

 
高
齢
者
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券
助
成
事
業
の
ご
案
内

　

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
と
外
出
支
援
の
促
進
を
目

的
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶申請期間　４月１５日（火）～令和８年３月３１日（火）

　　　　　　※土日・祝日・年末年始を除く

▶申請場所

　・役場民生課福祉係

　・富田事務所

　・日置川事務所

　・椿出張所

　・安居出張所

　・市鹿野出張所

▶申請時に必要なもの

　・本人確認書類（氏名・住所・生年月日が分かるもの）

　・運転免許取消通知書または運転経歴証明書（運転免許返納者のみ）

　※代理人による申請も可能です。

１ タクシー券の購入申請を行います

２ 購入引換券が交付されます

３ タクシー券を購入します

４ タクシー券を利用します

申請時に窓口で購入引換券をお渡しします。

※購入時に必要です。大切に保管してください。

白浜町内の郵便局窓口または役場民生課福祉係窓口で購入できます。

購入引換券をお持ちください。代理人による購入も可能です。

▶購入期間　４月１５日（火）～令和８年３月３１日（火）

　　　　　　※土日・祝日・年末年始を除く

▶利用期間　令和８年６月３０日（火）まで

▶利用できるタクシー会社

　明光タクシー株式会社、白浜第一交通株式会社、紀勢交通株式会社

利用までの流れ

問
役
場
民
生
課
福
祉
係　

☎
４
３
ー
５
７
０
２
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４月１日からスタート

白浜町パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

　観光立町白浜町としてのあるべき姿は、多様性を受け入れながら共に発

展していくまちであり続けなければならないと思います。

　性的少数者の方々やさまざまな事情により現行の婚姻制度を選択しない

方々が抱える生きづらさなどが、この制度により軽減につながることを期

待しています。

　多様性を認め合い、尊重し、誰もが自分らしく暮らすことができるまち

づくりに向け、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

白浜町長　大江　康弘

制度の内容

　この制度は、お互いを人生のパートナーまたは家族として、日常生活において

相互に協力し、支え合っていくことを約束した２人が宣誓をし、白浜町が宣誓し

たことを証明する受領証を交付する制度です。なお、２人のお子さんや親などを

含む家族との関係も届け出た場合にも、併せて証明します。

　また、性的少数者の方に限らず、婚姻していないすべての方（事実婚含む）を

対象としています。

　婚姻制度とは異なり、法律上の効力（相続、税の控除など）が生じるものでは

ありませんが、この制度によって一人ひとりが性別にかかわりなく尊重され、誰

もが分け隔てられることなく、生き生きと豊かな生活を送ることができるよう町

が応援するものです。

宣誓の要件

　〇成年（満１８歳以上）に達していること

　〇白浜町に住所を有している、または宣誓の日から３カ月以内に町内へ転入予定であること

　〇配偶者がいないこと

　〇他の人とパートナーシップ・ファミリーシップ関係にないこと

　〇２人が民法により婚姻をすることができない関係にないこと

　　（パートナー同士の養子縁組によるものであって、養子縁組する前の関係が民法により婚姻すること

　　ができない関係ではなかった場合を除きます。）

手続きの流れ 宣誓によって受けられる町の行政サービス

◆町営住宅への入居申込

◆保育園等の入園申込・送迎
宣
誓
日
時
の
予
約

宣
誓

受
領
証
交
付

宣誓書受領証

制度の詳細は
こちら
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問役場住民保健課医療保険係　　　　☎４３ー６５８５

問和歌山県後期高齢者医療広域連合　☎０７３－４２８ー６６８８

後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ

◆保険料軽減判定基準が拡充されます

　和歌山県後期高齢者医療制度の保険料軽減判定基準が変更されますのでお知らせします。

軽減割合
世帯主および世帯の被保険者全員の合計所得額

令和６年度【参考】 令和７年度

７割
４３万円＋１０万円×（年金・給与所得者の数

－１）以下
変更なし

５割
４３万円＋１０万円×（年金・給与所得者の数－

１）＋（被保険者数×２９．５万円）以下の世帯

４３万円＋１０万円×（年金・給与所得者の数－

１）＋（被保険者数×３０．５万円）以下の世帯

２割
４３万円＋１０万円×（年金・給与所得者の数－

１）＋（被保険者数×５４．５万円）以下の世帯

４３万円＋１０万円×（年金・給与所得者の数

－１）＋（被保険者数×５６万円）以下の世帯

【令和７年度】

　保険料は、被保険者が等しく負担する均等割額（５４，４２８円）と被保険者の所得に応じて決まる所得割

額（１１．０４％）の合計額です。世帯の所得が低い人に対しては均等割額が軽減される措置があります。令

和７年度から軽減される対象世帯が拡充されました。計算式は下記のとおりです。

　なお、令和７年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

事件番号 事件名 係属裁判所 事件の概要

令和５年（ワ）

第５３８号
損害賠償請求事件

和歌山地方

裁判所

被告（工事請負業者）が小房橋修繕工事中に小房橋左岸側

の橋脚等を転倒させる事故を起こしたことにより原告（白

浜町）が負担した費用に関し損害賠償を求めた事件

問役場建設課　☎４３－６５８９

訴訟案件についてお知らせします

　和歌山地方裁判所民事部準備手続室（ウェブ会議の方法による）において、被告から、裁判所に対し、

期日間に当方作成の和解条項案に基づいて裁判上の和解をしたい旨の上申が行われました。これを受け

て、裁判所において和解条項が作成され、令和７年１月２９日において、原告及び被告が確認の上、下

記和解条項により和解成立となりました。　

【和解条項】

１　被告は、原告に対し、本件訴訟の解決金として、９７１万３,０００円の支払義務があることを認める。

２　被告は、原告に対し、前項の金員を、令和７年２月１４日限り、口座（弁護士預り口）に振り込む

　方法により支払う。ただし、振込手数料は被告の負担とする。

３　原告は、その余の請求を放棄する。

４　原告及び被告は、原告と被告との間には、本件訴訟に関し、この和解条項に定めるもののほか、何

　ら債権債務がないことを相互に確認する。

５　訴訟費用は各自の負担とする。

　今後も適切な工事執行に努め、町民の皆さまに信頼をいただける行政運営に取り組んでまいります。

白浜町長　大江　康弘
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各ご家庭や事業所などに設置している水道メーターについて、水道メーターボックスや水道メーターボッ

クス内の止水栓は水道使用者等の所有物となります。また、水道メーターは、白浜町が水道使用者等に貸し

出し、維持管理をお願いしています。

水道メーターは、白浜町が検針時に使用水量を確認するとともに、おおむね８年に１回交換しています。

引き続き水道メーターの適正管理へのご協力をお願いします。

水道メーターボックス

止水栓 水道メーター

問役場上下水道課　☎４５ー２０００

水道メーターボックス内 

水道メーターについてのお知らせ

問役場総務課情報推進係（コンビニ交付サービス）

☎４３－５７０３

　４月１日（火）から証明書コンビニ交付サービスのシステム切り替えに伴い、コンビニ交付サービスの利

用を停止します。

　停止期間中はご不便をおかけし申し訳ございませんが、ご協力をよろしくお願いします。

　なお、コンビニ交付サービスで取得できる各種証明書など（印鑑登録証明書を除く）は郵送で請求できま

すので、郵送請求をご希望の場合は役場住民保健課住民係、税務課課税係までお問い合わせください。

◆停止期間

【住民票の写し、印鑑登録証明書】　　　　　　　【所得証明書、納税証明書（個人住民税）】

４月３０日（水）まで　　　　　　　　　　　　　　　１２月下旬まで

問役場住民保健課住民係（住民票の写しなど）

☎４３－６５８５

問役場税務課課税係（所得証明書など）

☎４３－６５８４
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まちの人口と世帯

　　人口　　　　１９，６６６人

　　　　　　（先月比　－２７人）

　　　　　男　　　９，３１８人

　　　　　　（先月比　－１３人）

　　　　　女　　１０，３４８人

　　　　　　（先月比　－１４人）

　　世帯数　　　１１，０２６世帯

　　　　　　（先月比－　３世帯）　　
　　　令和７年２月２８日現在

「役場関係機関連絡先」

　白浜町役場　　 　（代）43-5555
　富田事務所　　 　（代）45-0009
　日置川事務所 　　（代）52-2300
・椿出張所　　　　　　46-0052
・安居出張所　　　　　53-0009
・市鹿野出張所　　　　54-0001
・上下水道課　　　　　45-2000
・上下水道課下水道室　43-7561
・保健センター　　　　43-0178
・白浜町清掃センター　45-3800
・住民交流センター　　52-2446
・白浜町中央公民館　　42-2269
・日置川拠点公民館　　52-2660
・町立図書館　　　　　43-2922
・町立児童館　　　　　45-2117
・消防本部　　　　　43-0119

募　
　

集

募　
　

集  

 

定
期
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

救
命
講
習
と
は
「
救
急
車
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
応
急
手
当
に

必
要
な
基
礎
知
識
の
ほ
か
「
心
肺
蘇
生
法
」

な
ど
実
技
中
心
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学

習
す
る
こ
と
で
消
防
署
で
の
講
習
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
、
場
所
や
時
間
を

選
ば
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
、
２
時
間
の
実
技
講
習
の
み
で

終
了
で
す
。

　

万
が
一
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
会
場　

白
浜
町
消
防
本
部

◆
日
時

　

ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
学
習
し
た
人
は
◎

◇
４
月
９
日
（
水
）　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
　
　
　

 

◎
午
後
２
時
～
４
時

◇
４
月
20
日
（
日
）　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　

 

◎
午
前
10
時
～
正
午

◇
４
月
23
日
（
水
）　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　

 

◎
午
前
10
時
～
正
午

◆
定
員　

10
人
程
度

◆
申
込
方
法

　

電
話
も
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
込
期
日
は

講
習
会
２
日
前
の
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
白
浜
町
消
防
本
部
警
防
課

☎
４
３
ー
０
１
１
９

定期救命講習

申込

 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
募
集
案
内

◆
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38
条

に
該
当
し
な
い
人
で
次
の
と
お
り

（
幹
部
候
補
生
）

◇
一
般
（
大
卒
）

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
、
22
歳
未
満

の
人
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
（
令
和
８
年

３
月
卒
業
見
込
み
含
む
）

◇
一
般
（
院
卒
）

　

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）

で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

◇
歯
科

　

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
人

◇
薬
剤
科

　

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
20
歳

以
上
28
歳
未
満
の
人

（
一
般
曹
候
補
生
）

　

採
用
予
定
月
に
お
い
て
、
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
人
（
32
歳
の
人
は
、
採
用
予
定

月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
な
い
人
）

◆
試
験
種
目
お
よ
び
内
容

（
幹
部
候
補
生
）

　

筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・
専
門
）、
操

縦
適
正
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

（
一
般
曹
候
補
生
）

　

筆
記
試
験
（
国
、
数
、
英
、
作
文
）、

適
正
検
査

種目 区分 受付期間 試験日 試験会場

幹部

候補生

一般（大卒）

一般（院卒）

①３月１日（土）～４月４日（金）

②４月２３日（水）～６月６日（金）
①４月１２日（土）、１３日（日）

※１３日は海、空飛行要員のみ

②６月１４日（土）
③４月１２日（土）

自衛隊和歌山

地方協力本部庁舎
歯科

薬剤科
③３月１日（土）～４月４日（金）

一般曹候補生 ５月７日（水）
５月１７日（土）～２５日（日）

※Ｗｅｂ試験
自宅など

◆１次試験、日時問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
―
６
２
１
９
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

白
浜
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
り
、
支
え
て
い
く
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持

た
ず
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
温
か
く
見
守
り
支
え
て

い
く
人
の
こ
と
で
す
。
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
す
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

町
内
会
、
区
会
、
老
人
会
、
学
校
、
各

団
体
、
企
業
の
皆
さ
ま
が
集
ま
る
機
会
に

講
師
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
）
が
訪
れ
、

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

少
人
数
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
あ
っ
て
も

開
催
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は
、

役
場
民
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
開
催
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
１
カ
月
前

ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
３
ー
６
５
９
６

 

認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
認
知
症

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ

フ
が
常
駐
し
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
不
安
を

話
し
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
相
談
窓

口
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
人
に
認
知
症
を
広
く

正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
講
座

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。
町
内
で
は
次
の
場
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
カ
フ
ェ
ま

た
は
役
場
民
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
い
ち
ご
カ
フ
ェ

◇
場
所　

パ
ル
白
浜

　
　
　
　

（
白
浜
２
９
２
７
ー
８
０
）

◇
開
催
日
　

　

４
、
７
、
10
、
１
月
の
第
４
木
曜
日

◇
時
間　

午
後
２
時
～
４
時

☎
４
２
ー
３
７
０
０

◆
ぬ
く
も
り
パ
ン
ダ
カ
フ
ェ

◇
場
所　

ぬ
く
も
り
の
里

　
　
　
　

（
白
浜
町
才
野
１
３
２
２
）

◇
開
催
日　

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日

◇
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

☎
３
４
ー
２
１
７
２

◆
華
カ
フ
ェ
（
成
華
苑
）

◇
場
所　

芝
生
会
館

　
　
　
　

（
白
浜
町
富
田
１
０
１
０
）

◇
開
催
日　

毎
月
第
３
金
曜
日

◇
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

☎
４
５
ー
２
８
０
０

◆
カ
フ
ェ
シ
ュ
シ
ュ

◇
場
所　

白
浜
日
置
の
郷

　
　
　
　

（
白
浜
町
日
置
２
０
３
７
）

◇
開
催
日　

偶
数
月
の
第
３
土
曜
日
、
奇

数
月
の
第
３
水
曜
日

◇
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

☎
８
７
ー
２
２
２
２

※
開
催
日
時
な
ど
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
３
ー
６
５
９
６

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ  

 

自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
期
限
は
、

６
月
２
日
（
月
）
で
す

　

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
納
期
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る

ｅ
Ｌ
ー
Ｑ
Ｒ（
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
紀
南
県
税
事
務
所
課
税
課

☎
２
６
ー
７
９
３
７

 

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
人
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

名
義
や
障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
自
動
車

税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問
紀
南
県
税
事
務
所
課
税
課

☎
２
６
ー
７
９
３
７

有料広告

有料広告募集中
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入
学
就
学
奨
励
金
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
白
浜
町
に
住
所
を
有
す

る
生
活
困
窮
世
帯
（
生
活
保
護
に
準
ず
る

家
庭
）
の
高
校
生
が
教
育
の
機
会
を
均
等

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
の
範
囲
内
で

奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
申
請
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
令
和
６
年
度
に
申
請
し
、
認
定
さ
れ
て

い
る
人
も
、
再
度
申
請
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
世
帯
は
対
象
外
で

す
。

◇
申
請
書
類

①
交
付
認
定
申
請
書　

②
収
入
申
告
書　

③
給
与
等
証
明
書　

④
同
居
し
て
い
る
人

の
収
入
証
明
書　

⑤
調
査
に
関
す
る
同
意

書　

⑥
振
込
口
座
登
録
依
頼
書　

⑦
家
賃
、

地
代
証
明
書　

⑧
在
学
証
明
書　

な
ど

※
申
請
書
類
の
様
式
一
式
は
、
白
浜
町
教

育
委
員
会
お
よ
び
日
置
川
教
育
事
務
所
に

備
え
て
い
ま
す
。

◇
提
出
先　

白
浜
町
教
育
委
員
会

◇
受
付
期
間　

　

４
月
１
日
（
火
）
～
５
月
16
日(

金)

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
総
務
学
事
係

☎
４
３
ー
５
８
３
０

 

母
子
生
活
支
援
施
設

白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
の
ご
案
内

　

白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
は
、
紀
南
地
方
児

童
福
祉
施
設
組
合
で
運
営
し
て
い
る
母
子

生
活
支
援
施
設
で
す
。

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

母
子
家
庭
ま
た
は
何
ら
か
の
事
情
で
離
婚

の
届
け
出
が
で
き
な
い
な
ど
、
母
子
家
庭

に
準
じ
る
家
庭
の
女
性
が
子
ど
も
と
一
緒

に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　

居
室
を
提
供
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
入
所
さ
れ
た
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

に
対
し
て
心
身
と
生
活
を
安
定
す
る
た
め

の
相
談
、
援
助
を
進
め
な
が
ら
自
立
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係☎

４
３
ー
５
７
０
２

 

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら
、「
第

12
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
」
の
請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
令
和

７
年
４
月
１
日
現
在
で
恩
給
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
る
遺
族
が
い
な
い
場

合
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者
・
戦
没
者
の
子
・

今月の納税　～納税はお早めに～

◆納期限　４月３０日（水）

◆固定資産税（１期）

※納期内に納付されない場合は、法律により延滞金がか

かります。

　納税に関するお問い合わせは、役場税務課まで。

問役場税務課収税係

☎４３ー３６８５　

税のＱ＆Ａ - このような場合 -

Ｑ．引っ越ししたのに以前の住所の役所から住民税の納

　税通知が届きました。払う必要はありますか。

Ａ．住民税は、１月１日現在の所在地で、前年中（１月

　１日から１２月３１日まで）の１年間の収入等にもと

　づき、年度ごとに課税されます。

　　よって、１月２日以降に他の市町村に転居した場合

　でも、新年度の住民税は１月１日現在での住所地の市

　町村で課税されます。（転居先の住所地の市町村で途中

　から課税されることはありません。）

有料広告

兄
弟
姉
妹
等
で
順
位
の
優
先
す
る
遺
族
の

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
第
11
回
の
特
別
弔
慰
金
を
受
給
し
た
人

も
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
27
万
５
，
０
０
０
円
（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

◆
請
求
期
限

　

令
和
10
年
３
月
31
日
（
金
）

◆
受
付
場
所

　

役
場
民
生
課
福
祉
係

　

富
田
事
務
所
住
民
窓
口
係

　

日
置
川
事
務
所
住
民
福
祉
係

問
役
場
民
生
課
福
祉
係☎

４
３
ー
５
７
０
２

有料広告募集中
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西
に し だ

田 拓
たくひろ

大氏が白浜町教育委員会教育長に就任しました

◆教育長のプロフィール

問白浜町教育委員会　☎４３－５８３０

　西田氏は、平成８年４月１日に富田中学校教諭に着任して以来、白

浜第二小学校長、白浜中学校長を歴任されるなど、長きにわたり学校

教育の振興に寄与されました。

　任期は令和７年４月１日から前任者の残任期間である令和８年４月

１９日までとなります。

西田　拓大　教育長

〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町1600番地 白浜町役場総務課情報推進係
TEL：0739-43-5703 Mail：jyouhou@town.shirahama.lg.jp

1

NerveNet利用可能
エリアでWi-Fiの利用
をオンにします｡

5

メールアドレスを入力し、
在住地域を選択します。

「登録してインターネット
接続」を押します｡

22

ネットワークから
SSID「Shirahama-
Beach-Wi-Fi」を
選択します｡

4

プライバシーポリシー
を確認し、同意します。

7

アンケートに回答し、
「回答を送信」を押します｡

8

「回答完了」の画面が
表示されます。利用を
開始してください。

6

「FREE Wi-Fi登録・接続
完了」画面が表示され
ます｡「アンケートに回答」
を選択します｡

3

「FREE Wi-Fiログイン」
を選択します。

Shirahama Beach Wi-Fi

ご利用の手順

誰でも無料で利用可能！
Wi-Fi規格を満たした無線LAN機能搭載端末（スマート
フォン、タブレット、ノートパソコン）をお持ちであれば、
誰でも無料でご利用できます。

災害時も使えて安心！
キャリア回線が断絶しても衛星回線でカバー！！
大規模災害が発生した場合、キャリア回線がつながら
ない状況になっても衛星回線を活用しWi-Fi環境を
提供します。

全23箇所のWi-Fiスポット
南方熊楠記念館 白良浜 千畳敷 第1ITオフィス 白浜町役場
旧空港・消防本部

ANCHOR第2ITオフィス
Office Cloud 9

道の駅　志原海岸
リヴァージュ・スパ ひきがわ

日置川消防署しらとり保育園・児童館 富田事務所クオリティソフト 上下水道課事務所 富田中学校
アドベンチャーワールド（駐車場）南紀白浜空港

阪田公園

日置川事務所

とれとれ市場 JR白浜駅

※「Shirahama Beach Wi-Fi」はNerveNetが提供するサービスの1つです。 

平常時も災害時も
使えるネットワーク、

NerveNet

Shirahama 
Beach
Wi-Fi

問役場総務課情報推進係

☎４３－５７０３

Ｓ
シ ラ ハ マ

ｈｉｒａｈａｍａ－Ｂ
ビ ー チ

ｅａｃｈ－Ｗ
ワ イ フ ァ イ

ｉ－Ｆｉ（公衆無線Ｌ
ラ ン

ＡＮ）

　町内２３カ所にフリーＷｉ－Ｆｉスポット「Ｓｈｉｒａｈａｍａ－Ｂｅａｃｈ－Ｗｉ－Ｆｉ」を整

備しています。

　東日本大震災や能登半島地震では、通信回線施設や設備が被災し、回線が切断したり混雑すること

により、電話やインターネットなどの通信が機能せず、救助活動や家族の安否確認などに支障をきた

しました。

　近いうちに起こりうるとされる南海トラフ巨大地震などにおいても同様の問題が発生すると予想さ

れるため、白浜町ではその対策として災害に強いネットワーク「Ｎ
ナ ー ブ ネ ッ ト

ｅｒｖｅＮｅｔ」を使用してフリー
Ｗｉ－Ｆｉスポット「Ｓｈｉｒａｈａｍａ－Ｂｅａｃｈ－Ｗｉ－Ｆｉ」を提供しています。

定例行政相談所の開設

　行政相談委員が、国の仕事に関する苦情などの相談を
無料でお受けします。（各回とも午後１時３０分～３時）

日　程 会　場 地　区
　６月　４日（月）白浜町役場１階第２会議室 白　浜

　６月１２日（火）白浜町児童館 白　浜

　６月１４日（木）川添山村活性化支援センター 日　置

　６月２１日（木）白浜町中央公民館 白　浜

定例行政相談所の開設

　行政相談委員が、国の仕事に関する苦情などの相談

を無料でお受けします。（各回とも午後１時３０分～３時）

日　程 会　場

４月１０日（木） 日置川拠点公民館

４月１５日（火） 白浜町役場１階第２会議室

４月２２日（火） 白浜町立児童館

問役場総務課庶務係　☎４３－６５８３

定例人権相談所の開設

　人権擁護委員が、人権問題やいろいろな困りごとの相

談を無料でお受けします。（午後１時３０分～３時）

日　程 会　場

４月１４日（月） 社会福祉協議会本部事務所

問役場総務課庶務係　☎４３－６５８３
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

◆
歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

歯
と
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、

歯
科
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
対

象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

※
受
診
券
の
発
行
申
込
は
不
要
で
す
。

◇
対
象
者　

３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
の
人
と
90
歳
以
上
の
被
保
険
者

（
長
期
入
院
者
、
施
設
入
所
者
を
除
く
）

◇
検
査
項
目

　

問
診
、
口
腔
診
断
（
歯
の
状
態
、
歯

周
組
織
の
状
況
、
口
腔
衛
生
状
況
、
噛

み
合
わ
せ
、
口
腔
乾
燥
、粘
膜
の
異
常
）、

口
腔
機
能
検
査
（
噛
む
能
力
、舌
機
能
、

嚥え

ん

げ下
（
飲
み
込
み
）
機
能
）

◇
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
日
）

～
令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）

◇
自
己
負
担　

無
料

◇
持
ち
物　

マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
、
受

診
票
・
問
診
票

◇
実
施
場
所　

受
診
票
に
同
封
す
る
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

問
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
ー
４
２
８
ー
６
６
８
８

◆
令
和
７
年
度
健
康
診
査
の
ご
案
内

　

年
１
回
、
健
康
管
理
の
た
め
、
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
対
象
者
に
は
、

５
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

※
受
診
券
の
発
行
申
込
は
不
要
で
す
。

◇
対
象
者　

被
保
険
者（
長
期
入
院
者
、

施
設
入
所
者
を
除
く
）

◇
検
査
項
目

【
皆
さ
ま
に
実
施
す
る
項
目
】

　

問
診
、計
測
（
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

血
圧
）、
診
察
（
身
体
診
察
）
、
尿
検
査

（
糖
、
蛋
白
、
潜
血
）、
血
液
検
査
（
脂

質
、
肝
機
能
、
糖
代
謝
、
腎
機
能
、
尿

酸
、
貧
血
等
）

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
人
に
追
加

で
実
施
す
る
項
目
】

　

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

◇
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
日
）

～
令
和
８
年
２
月
28
日
（
土
）

◇
自
己
負
担　

無
料

◇
持
ち
物　

マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
、
受

診
券
、
受
診
票
・
問
診
票

◇
実
施
場
所　

受
診
券
に
同
封
す
る
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

令和６年度 令和７年度

特別児童扶養手当（１級） ５５，３５０円 ５６，８００円

特別児童扶養手当（２級） ３６，８６０円 ３７，８３０円

特別障害者手当 ２８，８４０円 ２９，５９０円

障害児福祉手当 １５，６９０円 １６，１００円

【特別児童扶養手当・特別障害者手当等額の改定】

 

特
別
児
童
扶
養
・
特
別
障
害
者
手
当
等

の
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

令
和
７
年
度
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
障
害
者
手
当
等
の
支
給
額
が
令
和
６
年

の
物
価
変
動
率
（
＋
２
・
７
％
）
に
基
づ

き
改
定
さ
れ
ま
す
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

20
歳
未
満
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度

ま
た
は
中
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
対
し
て
、
児
童
の
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
定
額
の
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当
と
は

　

20
歳
以
上
で
政
令
に
て
定
め
ら
れ
る
程

度
の
重
度
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
か
、

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
に
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
障
害
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
ま
た
は
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
さ

れ
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　

20
歳
未
満
で
政
令
に
て
定
め
ら
れ
る
程

度
の
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係☎

４
３
ー
５
７
０
２
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空手道

山
やまぐち

口　紗
さ ゆ

由

（白浜第一小６年）

山
やまぐち

口　來
らいしん

真

（白浜中３年）

山
やまぐち

口　和
か ず き

起

（熊野高２年）

田
た な か

中　惺
せ い な

夏

（熊野高２年）

田
た な か

中　夏
な つ め

萌

（熊野高２年）

大
おおさか

坂　春
は る の

乃

（熊野高２年）

剣道 水泳

山
や ま だ

田　航
こうだい

大

（和高専３年）

濵
は ま の

野　英
えいすけ

輔

（南白浜小４年）

濵
は ま の

野　蒼
そうすけ

輔

（富田中１年）

廣
ひろはた

畑　凪
な ぎ さ

紗

（富田中１年）

濵
は ま の

野　咲
さ な

奈

（神島高１年）

深
ふ か せ

瀨　律
り つ き

樹

（田辺高２年）

ラグビーフットボール ホッケー

沖
お き た

田　瑛
え い と

都

（熊野高２年）

廣
ひろはた

畑　汰
た な

南

（熊野高２年）

井
い も と

本　倖
こうせい

清

（熊野高２年）

福
ふ く だ

田　秀
しゅうと

人

（熊野高３年）

玉
た ま き

置　凌
りょうや

也

（田辺高２年）

佐
さ た け

竹　槇
ま き し

生志

（田辺高３年）

陸上 ボート チアリーディング

関
せきおか

岡　祐
ゆうすけ

介

（白浜中２年）

谷
たにぐち

口　陽
ひ な た

向

（白浜中３年）

谷
たに

　弘
ひろあき

明

（白浜中３年）

石
い し づ

津　孝
きょうすけ

将

（熊野高２年）

畑
はたなか

中　栄
え り

里

（田辺高３年）

大
お お え

江　珊
さ ん ご

瑚

（白浜中３年）

柔道 少林寺拳法

大
おおはら

原　温
は る く

玖

（箕島高３年）

仲
なかむら

村　将
しょう

（箕島高３年）

矢
や ぐ ら

倉　愛
あ い み

心

（田辺高１年）

東
あずま

　那
な つ き

月

（田辺高１年）

森
もり

　一
い つ み

桃

（神島高１年）

眞
ま さ ご

砂　大
や ま と

和

（神島高３年）

卓球 カヌー ソフトボール

小
お ざ さ

笹　陽
ひ な

菜

（西富田小６年）

武
た け だ

田　志
し き

輝

（富田中３年）

新
しんとう

東　珀
は く

空

（神島高２年）

中
なかにし

西　駿
しゅん

（神島高３年）

楊
よう

　丁
ていちょう

暢

（笠田高１年）

富田中学校

ソフトボール部

ソフトテニス 駅伝

輪
わ だ ま

玉　ほほ凪
な

（西富田小３年）

濵
は ま じ

地　海
あ つ き

稀

（白浜第一小３年）

廣
ひ ろ た

田　光
み さ き

咲

（日置小５年）

濵
は ま じ

地　晃
こ う ま

馬

（白浜第一小６年）

輪
わ だ ま

玉　みい凪
な

（富田中１年）

白浜中学校

駅伝部

バレーボール 新体操 バスケットボール

松
ま つ お

尾　奏
そうすけ

亮

（北富田小６年）

薮
やぶもと

本　心
こ の は

花

（田辺高３年）

古
ふ る や

谷　梛
なぎ

（高雄中２年）

◆スポーツ奨励賞（個人４３名、２団体　順不同・敬省略）

令和６年度白浜町スポーツ奨励賞表彰式

　３月１日、令和６年度白浜町スポーツ奨励賞表彰式が町立体育

館小アリーナで開催されました。

　スポーツ奨励賞は、町内在住、町内出身の小学生、中学生、高

校生を対象に、各種スポーツ大会で優秀な成績を収めた人に贈ら

れるもので、令和６年度は個人４３人と２団体の皆さまが表彰さ

れました。

※所属校、学年については、令和６年度のものを記載しています。
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Shirahama News & Topics～町内で行われたイベント～

ハワイアン給食を提供

　２月１３日、ホノルル市と白浜町との友好都市協定の締結記念

日に合わせ、昨年に引き続き、町内すべての小中学校でハワイア

ン給食を提供しました。

　献立は、和歌山県で水揚げされたマヒマヒ（シイラ）のフライ、

チキンロングライス（春雨）スープに、パイナップルのハワイア

ンサラダでした。

　生徒の皆さんは美味しそうに給食をほおばっていました。

アオリイカの産卵床を海底に設置

　３月４日、和歌山南漁業協同組合協力の下、株式会社アワーズ

と岸和田市、白浜町が宝くじの助成を受けて共同でジャイアント

パンダが食べ残した竹の枝葉で作られたアオリイカの産卵床を町

内の海底に設置しました。

　今回、産卵床の製作と運搬は、岸和田市の小学校と富田小学校

が連携して実施しました。産卵床の状況については、定期的にモ

ニタリング調査を行っていきます。

Ｎ
ナ イ ト

ｉｇｈｔ Ｏ
ア ウ ト

ｕｔ！Ｍ
マ ル シ ェ

ＡＲＣＨＥ

　２月２２、２３日、しらら・はまゆう公園にて「Ｎｉｇｈｔ 

Ｏｕｔ！ＭＡＲＣＨＥ」が開催されました。

　公園内に設置されたイルミネーションの周囲にキッチンカーな

どのお店が出店し、行列が途切れないお店もあり、当日は多くの

人でにぎわいました。

　２３日には、「Ｎｉｇｈｔ Ｏｕｔ花火！」として花火５００発

が打ち上げられ、珍しい冬の花火を楽しんでいました。
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防災しらはま　～災害に備えて～

広報白浜　1819　Shirahama Town Public Relations

 非常用持出袋について

　いざという時に速やかな避難ができるように、必要

最低限のものを非常用持ち出し袋にまとめておきま

しょう。リュックのような両手が使えるものが便利で

す。

　非常用持ち出し袋は、寝る場所の近くや玄関先に置

いておき、定期的（１年に２回程度）に中身を確認し、

期限が切れそうなものを交換しておきましょう。

　また、家族の人数や性別、乳幼児や高齢者がいるか

どうかによって持ち出し品の種類や量が変わりますの

で、家族構成に応じて「すぐに必要」、「なければ困る」

ものを準備しておきましょう。

 非常時に持ち出すものの例

□ 貴重品（現金・健康保険証など）

□ 飲料水

□ 食料品（アルファ化米、固形栄養食、

　 缶詰類、アメ、チョコレートなど）

□ 衣類・下着　　□ タオル

□ ビニール袋・ゴミ袋

□ ティッシュ・ウェットティッシュ

□ 懐中電灯　　　□ 雨具

□ 携帯ラジオ　　□ 電池・充電器類

□ 常備薬・救急セット　など

～災害時における避難について～

町が開設する避難所

　地震や津波、台風や豪雨などにより住居が被害を受けた人や、その被害が予想され不安であるという人

などに、一時的に避難していただく施設として、また、風水害や地震・津波などの発生時には、危険が去っ

た後に避難生活をする場所として、次の場所に避難所を開設します。

　ただし、津波などによる緊急を要する避難の場合は、原則としてこれらの避難施設ではなく、一番近く

の高台など安全な場所へ避難してください。

白浜第一小学校 白浜町１９６番地

中央公民館 白浜町１１３０番地の９

白浜第二小学校 白浜町２２３４番地

白浜中学校 白浜町２６０１番地

西富田小学校 白浜町才野４７番地

富田中学校 白浜町栄３２０番地

百々千園 白浜町中１６５２番地

清掃センター 白浜町保呂７４９番地

上下水道課庁舎 白浜町平９５６番地

児童館・町立体育館 白浜町十九渕２２６番地の１２

富田小学校 白浜町十九渕５４５番地

旧椿小学校（震災時） 白浜町椿３１６番地

椿区民会館（風水害時）白浜町椿７４番地

椿園 白浜町椿１０５９番地の１

市江区民会館 白浜町日置１４４６番地

日置川拠点公民館 白浜町日置９８０番地の１

住民交流センター 白浜町安宅４６１番地の１

アンソレイユ日置 白浜町大古１１番地の２

田野井会館 白浜町田野井５４４番地の１

三舞中学校（震災時） 白浜町安居６２６番地

安居集会所（風水害時）白浜町安居６番地の１

玉伝区民会館 白浜町玉伝２６９番地

川添山村活性化支援センター 白浜町市鹿野１１００番地

◆各避難所
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健康だより
問役場住民保健課健康推進室
（保健センター）
☎４３－０１７８

月

の

予

定

４行　事　名 日　程 時間など 場　所 内　容

乳幼児健診

４月９日（水） １３：００～

中央保健センター

２歳６カ月児相談 （令和４年　９月生）

４月１０日（木） １２：００～ ３歳６カ月児健診 （令和３年　９月生）

４月２４日（木） １２：００～ １０カ月児健診 （令和６年　５月生）

４月２５日（金） １１：３０～ ４カ月児健診 （令和６年１２月生）

栄養相談
４月　７日（月）

※次回５月１２日予定
９：００～１２：００ 中央保健センター

栄養士が食事や栄養に関する相談に応じま
す。年齢は問いません。お気軽にご相談く
ださい。※相談には事前の予約が必要です。
お電話などでお申し込みください。

白浜親子サロン
４月　７日（月）

※次回５月１２日予定
１３：３０～１５：００ 中央保健センター

子育て中（未就学児）の親子が気軽に集い、
リフレッシュできる場としてご活用ください。

各種保健事業をご紹介します

母子保健事業

乳幼児健診・相談

（４カ月、１０カ月、１歳６カ
月、２歳６カ月、３歳６カ月）

発育状況の確認や育児相談、食事
相談などを実施（対象者には通知）

発達相談
落ち着きやことばなど、発達面の
悩みや不安に対して相談を実施

ファミリークラス
妊婦や家族を対象に、助産師が講義
などを実施（通知希望者には通知）

子育てサロン
（毎月１回実施）

未就学のお子さんと保護者などを
対象に育児教室などを開催

親子サロン
（毎月１回実施）

未就学のお子さんと保護者などが
気軽に集える場を提供

母子健康手帳の交付
（妊婦健康診査受診券発行）

保健師・助産師が妊娠届出時に体調
確認や妊婦訪問など各種事業を紹介

介護予防事業

しららぴんしゃん倶楽部

※日程等はチラシなどで周知

健康運動指導士などによる体操な
どを実施

サンライズ倶楽部
※日程等はチラシなどで周知

運動講座を中心とした、介護予防
に関する健康講座を実施

地域デイサロン
（毎月３回送迎あり）

介護予防活動が必要と思われる
６５歳以上の人を対象として、レ
クリエーションや講座を実施

シニアエクササイズ
ステップ台を使用した運動や筋肉
トレーニングなどを実施 ( 町内５
カ所 )

ふれあいいきいきサロン
高齢者と住民（ボランティア等）
が気軽に集まる場

成人保健事業

特定健診・各種がん検診

集 団 健 診： ５ 月、 ９ 月、

１１月

大腸がん検診(窓口提出)：

１２月～２月

個別健診：通年

※日程等は広報紙などで周知

生活習慣病やがんの早期発見・予
防のため実施

巡回検診（１０月）

※日程等は広報紙などで周知

巡回バスで肺がん・結核検診、大

腸がん検診を実施

骨密度測定（２月）

※日程等は広報紙などで周知

２０歳以上の人を対象に、骨量を
測定

歯周病検診

（今年度、４０・５０・

６０・７０歳の人が対象）

歯科医師会に所属している県内の
歯科医院で、無料で実施

歩
ほ

く歩
ほ

く白浜ウォーキング

※日程などは広報紙等で周知

ウォーキングの習慣化と継続のた
め、ウォーキング大会などを開催

まちかど健康相談

※日程等は広報紙などで周知

町内のイベント会場などで、血圧
等の測定や健康相談などを実施

予防接種事業

予防接種事業
各医療機関で実施（接種対象者に
通知）

その他の事業

栄養相談
毎月１回、管理栄養士による食事
面等の相談を実施

　健康推進室では今年度も町民の皆さまの健康づくりをお手伝いするための事業を計画しています。
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公益財団法人白浜医療福祉財団
白浜はまゆう病院

午前（月～土） 午後（月～金）
皮膚科

（月）

眼科（水・金）

※予約外は先着 5名まで

耳鼻咽喉科（予約制）

（木）

皮膚科

（土）

循環器高血圧（月 2回）

外来（予約制）（土）

受付時間 8:30 ～ 11:30 13:30 ～ 16:30 13:00 ～ 15:15 13:30 ～ 15:30 14:00 ～ 16:30 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:00

診療時間 9:00 ～ 12:00 14:00 ～ 17:00 13:00 ～ 15:30 14:00 ～ 16:30 14:30 ～ 17:00 9:00 ～ 12:00 9:00 ～ 12:00

休　　診 　　土曜日午後・日曜日・祝日

受付：☎０７３９－４３－７８８０
代表：☎０７３９－４３－６２００

内科 外科／
消化器
外科

整形外科
装具
外来

小 児
科

婦人科
乳腺
外科

脳神経
内科

（予約制）

循環器
外来

（予約制）

呼吸器
外来

（予約制）

泌尿器科
（初再診）

消化器
外来

（予約制）

リハビリ
専門外来

その他の診療科等
内科１
（予約外）

内科２
（予約制）

内科３
（予約制）

内科４
（予約制）

内科５
（予約制）

整形１
（予約制）

整形２
（予約外）

月

午前 辻本 竹井 － － －
山内

（手術時休診） 山田修 秋月 － 古久保 小柴 粉川
中西

(予約不要 )
岡村 － 木村 － － 眼科

※予約外は先

着５名まで

（水）午後
（金）午後

田中
田中

(第1・3・4・5)

田村
( 第 2)

午後 － －
中村

（第 2・4）
松本 － － － － － 古久保 小柴 － －

中村
(第 2・4)

－
木村
(予約制 )

－ －

火

午前 加藤寛 伊藤 辻本 松本 － 山本
小池

（リウマチ）
岡野

装具
外来

古久保 小柴 粉川
中西

(予約不要 )
－ － 当番医 加藤寛 － 皮膚科

（月）午後
（土）午前

当 番
医

午後 － 松尾 木下 － － － － － － 古久保 小柴 － 石口 － 松尾
木村
(予約制 )

－ －
耳鼻咽喉科
※予約制

（木）午後
当番
医

水

午前 竹井 － 中村 －
辻本/
谷口

小池 山田祐 － 古久保 小柴 － － 中村 － 木村 － － 膠原病・糖尿病
専門外来
（予約）

（火）午前
（木）午前

伊藤

午後 － － 中村 － － 山本
（予約 15 時～）

－ － － － 小柴 － － 中村 －
木村
(予約制 )

－ －

木

午前 岡本 松尾 谷口 － 伊藤 山本
小池

（リウマチ） 山田修
装具
外来

古久保 小柴
粉川
※１

－ － 松尾 － 谷口 －
鼠径ヘルニア外来
（予約）

（火）午前 山本

午後 － 岡 山﨑
竹井

（禁煙外来）
松本 － － 福嶋 － 古久保 小柴 － 小口 岡 － － － 岩﨑

脳神経外科
（水）午前
（木）午前

午後

中井
伊藤雅

中北

金

午前 中西 辻本 加藤寛 岡本 －
山内

（手術時休診）
岩切 秋月 － 古久保 竹内

粉川
※２

－ 岡村 － 木村 加藤寛 －

午後 － － 加藤寛 － 谷口 － － － － 古久保 竹内 － － － － －
谷口 /
加藤寛

－ 乳腺外科
※１ 予約の人のみ
※２ 予約のない人の受付は
　　 10:30 まで土 午前 高村 － － － － 当番医 － － － 古久保 － － － － － － － －

（白浜はまゆう病院外来担当医表）

※新型コロナウイルス対策のため、入院患者さまへの面会を制限しています。何卒ご理解・ご協力いただきますようお願い申し上げます。

（予約）　

日置診療所（☎５２－２００２）

◆診療科

　内科

◆受付時間

　８：３０～１１：３０

１３：３０～１６：３０

内科

月
午前 船曳

午後 谷口

火
午前 船曳

午後 伊藤

水
午前 船曳

午後 船曳

木
午前 船曳

午後 －

金
午前 船曳

午後 船曳

西富田クリニック（☎４５－３６００）

◆診療科
　内科・整形外科

◆受付時間
　８：３０～１１：３０
１６：００～１８：３０
（火のみ）
　８：３０～１１：３０
１４：００～１６：１５

※月曜夕診、火曜午前、
金曜午前の週３回整形外
科の診療をしています。

内科 整形外科

月
午前 岡 －

夕診 岡 嶋

火
午前 岡／森田 嶋

午後 岡／森田 －

水
午前 松尾 －

夕診 中西 －

木
午前 岡 －

午後 － －

金
午前 岡 /伊藤 福嶋

夕診 岡 －

※泌尿器科は、令和６年６
月末をもって終了しまし
た。ご不便ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解いただき
ますようお願い申し上げま
す。

川添診療所（☎５４－００３７）

内科

月
午前 岡本

午後 岡本

火
午前 －

午後 －

水
午前 松中

午後 松中

木
午前 －

午後 －

金
午前 竹井

午後 竹井

◆診療科

　内科

◆診療日

　月・水・金（祝日除く）

◆受付時間

　８：３０～１１：３０

１３：３０～１７：００

三舞診療所（☎５３－０００１）

◆診 療 科　内科　◆診 療 日　月・金（祝日を除く）

◆受付時間　１３：３０～１６：３０

◆担当医師　船曳（月）・松本（金）

ＦＭビーチステーション『はまゆう健康 navi. ～専門医に聞こう～』

　ＦＭビーチステーションでは、毎週担当を変えて白浜

はまゆう病院の医師等が生出演し、はまゆう健康ｎａｖｉ．

を放送しています。ぜひ、お聴きください。

◆放送日時：毎週水曜日　午前８時３５分～８時４５分
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ふくしふくしふくし
しらはましらはま

　

〒 649-2511　白浜町日置 197 番地の 1
高齢者生活福祉センター夢の里内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

ご本人・家族・地域の皆さまへ　成年後見制度とは

　認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でない人は、財産の管理や「契約の締結」などの

法律行為を行う際に、自分で判断することが難しい場合があります。また、判断能力が十分でないために、悪徳

商法などの被害に遭う恐れもあります。成年後見制度とは、このような自分一人で判断することが難しい人に対

して、家庭裁判所によって選ばれた成年後見人などが、身の回りに配慮しながら財産の管理や介護サービスなど

の契約を本人に代わって行い、権利を守り生活を支援する制度です。

成年後見等制度を知っていますか？

こんなことを心配していませんか？

医療や福祉サービスの

手続きや契約が

むずかしくて わからない

よくわからないまま

いらないものを

買わされそうになる

もの忘れが多くて

お金をついつい

使ってしまう

自分だけでは

いろいろなことが

判断できなくなった

成年後見等制度（地域連携ネットワークと相談窓口）

　【高齢者に関するご相談】役場民生課地域包括支援センター　　　　☎　４３－６５９６

　【障がい者に関するご相談】役場民生課福祉係　　　　　　　　　　☎　４３－５７０２

　【高齢者・障がい者に関するご相談】白浜町社会福祉協議会白浜本部　☎　４５－２７１１

　【日置川地区でのご相談】白浜町社会福祉協議会日置川支部　　　　☎　５２－２１１１

　【町内の成年後見制度地域連携ネットワーク活動】

　　◇成年後見制度広報・啓発活動

　　　　成年後見制度を知っていただくため、広報紙やラジオ放送での啓発活動を実施

　　◇成年後見制度に関する相談受付

　　　　制度内容や家庭裁判所への申立てなど、成年後見制度についての各種相談

　　◇成年後見制度の担い手の育成

　　　　成年後見制度を広く知っていただき、成年後見制度を利用する人への支援体制を整備

　　◇後見人等への支援機能

　　　　親族後見人および親族後見を開始しようとする人への助言などの実施

※詳しくは各相談窓口にお問合せください。
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費などを活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

４／７ 財産・登記

本部事務所
４／１４ 人　　権

４／２１ 法　　律

５／７ 財産・登記

白 浜 支 部

日置川支部

※お申し込みは、各支部事務所まで。
※混雑する場合や日程の変更、中止の場合もござ
　いますので、事前にご予約ください。

【予約およびお問い合わせ】
　白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
　日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

４／４ 法　　律

高齢者生活福祉センター４／２８ 成年後見

５／２ 法　　律

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

※各相談は、中止とさせていただく場合がございます。
　実施の有無を確認、ご予約の上、ご来場ください。

【時間】午後１時３０分から４時（事前予約制）

　　　  １人約１５分程度の相談となります。

災害時におけるボランティア支援に関する協定書の締結
　この度、南紀白浜ライオンズクラブ様と本会で、「災害時におけるボランティア支援に関する協定書」を締結

しました。この協定は、災害が発生した被災地で活動するボランティアに向けた支援を迅速かつ効果的に行うこ

とを目的に結ばれたものです。

　大規模災害などにより本会が災害ボランティアセンターを設置、運営する際に、南紀白浜ライオンズクラブ様

より協定に基づくさまざまなご支援をいただける内容となっています。協定における支援内容は、被災地のボラ

ンティアの移動にかかる車両などの輸送手段の確保や、ボランティア活動に必要な資機材などの提供、ボランティ

アの駐車場の確保、南紀白浜ライオンズクラブ会員の皆さまの専門性を活かした支援、ボランティアへの炊き出

しや飲食物の提供などが挙げられています。本協定の締結に際し、ご尽力いただきました南紀白浜ライオンズク

ラブ関係者の皆さま、本当にありがとうございます。

　本会としましても、住民の皆さまの協力のもと、関係機関の皆さまの協力をいただき、災害ボランティアセン

ターの適切な設置・運営に向けて準備をすすめて参

りますので、今後も変わらぬご支援、ご協力の程、

よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【左　南紀白浜ライオンズクラブ会長　浦
うら

　吉
よしひこ

彦様　

　　　　　　　【調印式の様子】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右　本会会長　冷
し み ず

水　喜
き く お

久夫】

　

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

湯　

崎　
　

池い

け

お尾　
　

勉
つ
と
む　

様

　
　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
２
月
末
ま
で
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

ア
ル
ミ
缶
な
ど
も
多
く
の
人
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日置川地区高齢者相談事業ブランチ相談窓口

　本会では、日置川地域在住の高齢者やその親族の皆

さまが、介護などについての相談をより身近な場所で

気軽に行うことができるように、高齢者の相談窓口を

受託運営しています。

　【主な相談内容】

　・介護保険の利用に関すること

　・その他高齢者の利用できる制度に関すること

　相談を希望する人は、本会日置川支部電話（５２－

　２１１１）までご連絡をお願いします。
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問白浜町教育委員会
☎４３－５８３０

問中央公民館
☎４２－２２６９

教育委員会だより

中央公民館だより

 

富
田
地
域
老
人
学
級
「
笑
っ
て
健
康
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
20
日
、
富
田
地
域
老
人
学
級
「
笑
っ
て
健
康
」
を
富
田
農
業
研

修
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
演
者
に
も
の
ま
ね
の
マ
ー
チ
ン
Ｒり

ょ

う

Ｙ
Ｏ

さ
ん
、
落
語
家
の
林は

や
し
や家

笑え
み
ま
る丸

さ
ん
、
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
一い

っ
か
い
さ
い

魁
斎

京き
ょ
う
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、「
爆
笑
！
寄
席
＆
モ
ノ
マ
ネ
シ
ョ
ー
」

と
題
し
た
、
約
１
時
間
30
分
に
わ
た
る
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
出
演
者
の
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
来
場
し
た
１
０
０
人
を

超
え
る
観
客
の
皆
さ
ま
の
笑
い
が
溢
れ
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。

 

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
を
開
催
し
ま
し
た

　

２
月
４
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
、『
郷
土
が

誇
る
偉
人
展
「
中な

か
た
に谷

整せ

い

じ治
～
サ
イ
ダ
ー
に
挑
ん

だ
男
～
」』
を
開
催
し
ま
し
た
。
明
治
３
年
生

ま
れ
の
中
谷
氏
は
、
白
浜
町
大
古
出
身
の
実
業

家
で
、三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
を
全
国
に
広
め
た「
三

ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
中
興
の
祖
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
ロ
ビ
ー
展
を
通
じ
て
来
館
者
の
皆

さ
ま
に
活
躍
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

日
置
城
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
（
速
報
）

　

令
和
６
年
度
は
、
史し

せ
き
あ
た
ぎ
し
じ
ょ
う
か
ん
あ
と

跡
安
宅
氏
城
館
跡
の
関
連
調
査
と
し
て
、
日
置

城
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
置
城
跡
は
、
白
浜
町
日
置
に
所
在
し
、
麓
に
海か

い
ぞ
う
じ

蔵
寺
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
規
発
見
の
山
城
で
あ
り
、
近
世
・
近
代
の
伝
承
（
た
と

え
ば
安
宅
一
乱
記
な
ど
）
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
規
模
な
曲
輪
と
そ
の
背
後
の
二
本
の
堀
切
か
ら
な
る
単
純
な
構
造

の
城
跡
で
す
が
、
日
置
川
河
口
に
面
し
た
独
立
丘
陵
の
先
端
部
と
い
う

好
立
地
に
築
か
れ
て
お
り
、
眼
下
に
は

出で
つ
き
の
み
や

月
宮
（
現
：
日
出
神
社
）
や
日
置
川

河
口
部
を
見
渡
せ
ま
す
。
城
跡
の
裾
部

は
、
日
置
川
と
森
田
川
の
合
流
地
点
で

あ
り
、
「
溜
ま
り
」
状
を
呈
し
て
い
た
と

想
定
さ
れ
、
現
在
も
港
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
置
川
を
挟
ん

で
対
岸
の
岬
に
あ
る
大お

お
む
か
い
で
じ
ろ
あ
と

向
出
城
跡
と
は
、

セ
ッ
ト
関
係
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
置
城
跡
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
な
り
ま

す
が
、
熊
野
水
軍
安
宅
氏
に
と
っ
て
日

置
浦
・
出
月
宮
や
河
口
部
を
押
さ
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

成
果
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
報
告

す
る
機
会
を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日置城跡　堀切 日置城跡からの展望



問町立図書館
☎４３－２９２２
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図書館だより

じどうかんだより
問町立児童館
☎４５－２１１７

 

図
書
館
員
の
お
す
す
め
本
　

白
浜
分
室

富
田
分
室

日
置
分
室

本
館

～４月の行事～
◆おはなし玉手箱（絵本の読み聞かせ、紙芝居など）

▷本館・富田分室　

　４月１２日（土）、２６日（土）午前１１時～

◆休館・休室のお知らせ

▷本館・全分室　　　４月２５日（金）

▷白浜・日置分室　　　　２９日（火）

◆子ども読書週間

４月２３日（水）～５月１２日（月）までの間、

貸出冊数が１人１０冊までになります。

◆お礼

　先月は図書館上映会への多数のご参加、ありが

とうございました。今年度もさまざまなイベント

を開催していく予定ですので、ご期待ください。

「チリとチリリ　
さくらのおはなし」
どい　かや／著

アリス館

「みんなみんなとってもすてき」

バティスト・ボーリュー /著
ひさかたチャイルド

「家庭菜園の超裏ワザ」

和田　義弥／著
家の光協会

「忘れ得ぬ人　
忘れ得ぬ言葉」
五木　寛之 /著

新潮社

 

〝
じ
ど
う
か
ん
〟
へ
よ
う
こ
そ
！

　

じ
ど
う
か
ん
は
、
国
道
42
号
沿
い
の
富
田
橋

と
郵
便
橋
の
間
に
あ
り
、
近
く
に
は
「
町
立
体

育
館
」
や
「
し
ら
と
り
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
が
あ

り
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
自
由
に
遊
べ
る
「
ゆ
う
ぎ
室
」

や
本
の
貸
し
出
し
も
可
能
な
「
図
書
室
」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
季
節
行
事
と
し
て
、
５
月
は

こ
い
の
ぼ
り
や
五
月
人
形
を
飾
り
、
７
月
に
は

七た
な
ば
た夕

か
ざ
り
、
10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
つ

け
、
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
ま
す
。
３
月
は
、
ひ
な
人

形
が
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

た
の
し
い
〝
じ
ど
う
か
ん
〟
へ
、
ど
う
ぞ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

【町立児童館】

◆休 館 日　日・月、祝日

◆開館時間　午前８時３０分～午後５時

◆電　　話　４５－２１１７

◆Ｆ Ａ Ｘ　４５－３４４３

 

〝
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
〟
の
ご
紹
介

　

児
童
館
２
階
に
は
、
白
浜
町
教
育
相
談
室
（
子

育
て
相
談
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
）
が
あ
り
、
教
育

相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
不
登

校
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
不
登
校
児
童
生
徒
の
た
め

の
教
室
も
開
い
て
お
り
、
学
習
や
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
は
児
童
館
の
休
館
日
で
す
が
、
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
活
動
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

【ふれあいルーム】

◆相 談 日　月～金曜日

◆時 間　午前９時～午後５時

◆電話・ＦＡＸ　４５－３３９９



Others　～Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｂｅｓｔ Ｐｈｏｔｏ／わがやのＳＴＡＲ ．．．etc ~

Monthly
Best Photo

～今月のおすすめ写真～

　白浜町公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページに投稿された「Ｔｏｄａｙ’ｓ　ＳＨＩＲＡＨＡＭＡ」の中か

ら１カ月間で一番「リーチ（実際に記事を閲覧した人）」の数が多かった投稿の写真を紹介します。

（２月１５日～３月１４日）

　今回、リーチ数が一番多かったのは、２月２１日（金）に投稿された東京事務所の活動の様

子を掲載した記事で３９２人が閲覧しました。　

広報白浜　26

庁内紹介
今月は…

建設課　監理係

主な業務

　道路や河川の維持管理、占用や掘削などの許可を行っています。

ひとこと

　パトロールなどにより通行に支障がある箇所の発見、解

消に努めていますが、道路の陥没などを見かけた時は、情

報提供をお願いします。また、山林や住宅敷地から道路へ

の枝の張出しがあると通行に支障を及ぼしますので、所有

地の適正な管理をお願いします。

道路や河川を占用や工事するときは、許可が必要となり

ますので、事前にご相談ください。



我が家の

STAR

Smile Photo

○白浜町　在住
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『わがやのＳＴＡＲ』募集中！！

　「広報白浜」では町内在住で小学生までのお子さんを「わが家
のスター」として掲載しています。
　メッセージとともにお子さんの笑顔を掲載してみませんか？ま
ずは、電話にてお問い合わせください。

問役場総務課企画政策係　☎４３－６５９８　　　

　田
た の う え

上 茉
ま し ろ

白さん（令和６年１０月２６日生）

（パパ・ママからのメッセージ）

　君の未来がとっても楽しみです！ 

　　元気に大きくなってね♡
　　　　　　　　　　 父　昂

こうせい

征 ・   母　由
ゆ り か

里佳

日置川に注目注目！日置川に注目注目！

　

み
な
さ
ま
、
お
久
し
ぶ
り
で

す
！
こ
の
３
月
末
ま
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た

釜か
ま
し
た下

で
す
。

　

ほ
の
か
に
甘
い
香
り
が
し
て
い

た
梅
の
花
も
見
ご
ろ
を
終
え
て
、

暖
か
く
な
り
は
じ
め
て
す
っ
か
り

春
ら
し
い
気
候
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
春
を
迎
え
て
桜
が
咲
け
ば
、

入
学
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

　

私
自
身
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
は
３
年
の
任
期
が
終
了

し
、
３
月
末
で
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
か
ら
３
年
と
聞

く
と
長
い
の
か
短
い
の
か
分
か
ら

な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
私

に
と
っ
て
は
も
う
３
年
の
年
月
が

経
っ
て
い
る
事
が
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の

３
年
間
で
し
た
。

　

最
初
に
日
置
川
地
域
へ
来
た
と

き
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
よ
り
も

は
る
か
に
濃
い
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
気
に
か
け
て

下
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
子
や
孫
の
様

に
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
で
大
阪
に
も
帰

り
た
い
と
も
思
わ
ず
こ
こ
ま
で
楽

し
く
過
ご
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は

３
月
末
で
退
任
と
な
り
ま
し
た

が
、
４
月
以
降
も
南
紀
州
交
流
公

社
で
勤
務
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
の
日
置
川
地
域
の
魅
力

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

山
海
川
の
三
拍
子
が
揃
い
、
四

季
折
々
の
景
色
、
澄
み
切
っ
た
空

気
、
夜
に
は
満
天
の
星
空
が
広
が

る
こ
の
素
敵
な
地
域
に
移
住
し
て

も
ら
え
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
つ

な
げ
る
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在
と

な
れ
る
よ
う
に
自
分
自
身
も
磨
い

て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
と
も
、
末
永
く
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
の
お
便
り
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白
浜
町
総
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課　

☎
０
７
３
９
・４
３
・５
５
５
５　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
７
３
９
・４
３
・５
３
５
３

　

〒
６
４
９
―
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

　
（
白
浜
町
公
式
Ｈ
Ｐ
）http://w

w
w.tow

n.shiraham
a.w
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　　白浜町役場公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページを更新中！
　『いいね！』を押して白浜町の魅力を世界中の人たちに伝えるために、ご協力をお願いします。

白浜町役場公式
Facebook ページ

広
報
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浜
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